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１．目標指標（PLAN）

２．主な取組の評価（DO・CHECK)

(1) 計画的な土地利用の推進

(2) まちづくり土地利用条例による開発などの誘導

(3) 地籍調査事業の推進

３．結果と今後の方向性（ACTION）

A
地域の特性を生かし、バランスのとれた計画的な土地利用を引き続き推進していく。

昨年度実施結果 課題

進捗状況
（S:躍進中、A：予定通り、B：遅れ気味）

今後の方向性

昨年度実施結果 課題

昨年度実施結果 課題

昨年度実施結果 課題

条例に基づく開発計画書の提出が26件あり、このうち助言・
勧告を行った件数は0件でした。また、協議後開発計画書の
提出が21件あり、このうち中止・変更等の命令をした件数は
0件でした。

特に無し

昨年度実施結果 課題

土地の正しい位置や形状などの調査を行い、土地所有者間
で確定した境界杭等を測量して地籍図及び地籍簿を作成し、
愛知県知事の認証を受け、法務局備付けの地図と登記事項
の修正を行いました。

事業は着実に進んでいるが、全く手を付けられていない地区
がある。

昨年度実施結果 課題

福谷大沢地区において、市街化区域編入等の都市計画の変
更等に向けた検討を行った。

福谷北地区において住居系土地利用の検討を行う必要があ
る。

昨年度実施結果 課題

R9
目標

R10
最終目標

市街化区域の面積割合 33.8% 33.9% 33.9% 34% 34% 34% 34%

指標名
R4

現状値
R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

担当課
道路河川課 都市計画課

取組方針 生活の基盤が整ったまちをつくろう
取組分野 土地利用

施策主管部局 都市建設部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 快適で暮らしやすいまち
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担当課
道路河川課 都市計画課

取組方針 生活の基盤が整ったまちをつくろう
取組分野 土地利用

施策主管部局 都市建設部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 快適で暮らしやすいまち

４．関連する事務事業の評価

（単位）

（単位）

1 1

R9
目標

R10
目標（指標名）

都市計画決定の件数 件 1 3 0 3 1

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

特に無し

406,352 円

R7予算額
施策内優先度 A

5,278,000 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

都市計画決定事務

市長の諮問に応じ都市計画に関す
る事項について調査審議を行う。
また、愛知県の都市計画に関する事
項について調査審議を行う。

現
状
維
持

一定の成果が得られているため、継続して実施
していく。

都市計画課

R6決算額

51.7 52.0

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

地籍調査完了/調査対
象面積

％ 50.4 51.2 51.2

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

51.4 51.4

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

B
15,111,000 円

地籍調査事業

土地の位置や形状などの調査を行
い現地調査で確認した境界標識の
測量の実施。現状に合った地籍図及
び地籍簿を作成のうえ、愛知県知事
の認証を受け、公図と登記事項の修
正を行う。
また、国土調査法第19条第5項の
指定を受けた区域と併せて成果を
数値情報化し成果の交付を行う。

現
状
維
持

地籍調査事業の成果は、諸計画の立案や策定、
公共事業の用地買収・用地確認などの基礎資料
として広範囲に利用されており、災害等により
現地の境界杭が消失した場合でも、正確に復元
することができ、復旧・復興事業を速やかに実施
するため、今後も継続して事業を進めていく。

道路河川課

R6決算額 ・補助対象外地区を単費で実施する。 
・道路内民地の寄附を受ける。 

7,014,628 円

R7予算額
施策内優先度

関連する事務事業のR6決算総額： 9,381,328 円

関連する事務事業のR7予算総額： 77,097,000 円
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担当課
道路河川課 都市計画課

取組方針 生活の基盤が整ったまちをつくろう
取組分野 土地利用

施策主管部局 都市建設部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 快適で暮らしやすいまち

（単位）

（単位）

2 1

R9
目標

R10
目標（指標名）

調査実施済み項目 項目 2 1 1 0 2

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

特に無し

1,540,000 円

R7予算額
施策内優先度 B

0 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

都市計画基礎調査事業

都市計画法第6条に基づき、県が都
市計画に関する基礎調査を行うた
め、市町村は資料の提出や必要な協
力を行う。
  

現
状
維
持

県都市計画基礎調査要綱に基づき、現状及び将
来の見通しについての各種調査を行うもので、
都市計画行政の指針とする。

都市計画課

R6決算額

300 300

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

業務に利用した枚数 枚 500 300 300

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

300 300

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

B
49,072,000 円

都市計画基本図作成事
業

都市計画基本図の作成
都市計画図の印刷
・ 都 市 計 画 図 （ 1/10,000 ・
1/25,000)
・白図（1/10,000・1/25,000)
  

現
状
維
持

地理情報システム（ＧＩＳ）が導入され、新たな地
図利用業務への展開や住民に向けた情報発信
等共有データの広域的活用を図る。 
都市計画の変更や著しく変化のあった箇所等に
ついて適宜一部修正を実施する。

都市計画課

R6決算額 特に無し

297,420 円

R7予算額
施策内優先度
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担当課
道路河川課 都市計画課

取組方針 生活の基盤が整ったまちをつくろう
取組分野 土地利用

施策主管部局 都市建設部

行政評価シート
評価年度 令和７(2025)年度 事業実施年度 令和６(2024)年度
基本目標 快適で暮らしやすいまち

（単位）

（単位）

0 0

R9
目標

R10
目標（指標名）

条例に基づく助言・勧
告の件数

件 0 0 0 0 0

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

R7
目標

R8
目標

特に無し。

122,928 円

R7予算額
施策内優先度 B

123,000 円

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

まちづくり土地利用条
例手続事務

まちづくり土地利用条例に基づく小
規模開発事業の手続き及び特定開
発事業の手続・基準の審査等を行
い、必要な助言・勧告及び行政命令
等を行なう。
 
まちづくり審議会
　委員５名（弁護士、大学教授）
  

現
状
維
持

一定の成果が得られているため、継続して実施
していく。

都市計画課

R6決算額

1 0

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標（指標名）

更新した件数 件 1 0 0

成果指標 R4
現状値

R5
実績

R6
実績

1 0

事務事業名
（担当課）

事業概要 事業の方向性(評価及び実施内容)

R6決算額
施策内優先度 事業の見直し・改善の取組

R7予算額

A
7,513,000 円

まちづくり基本計画更
新事務

みよし市まちづくり土地利用条例及
びみよし市まちづくり基本計画に基
づく土地利用誘導区域図の修正・更
新
上位計画（総合計画）の改定による、
みよし市まちづくり基本計画の見直
し
  

現
状
維
持

まちづくり基本計画は、みよし市の都市計画に
関する基本的な方針として、まちづくりの目標や
将来のまちづくりの方針を明らかにするととも
に、土地利用の競合や混乱などの諸課題に対応
するものである。

都市計画課

R6決算額 特に無し

0 円

R7予算額
施策内優先度


